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Congratulationsgraduates,youwill rememberthisday for therestofyour life.Celebrate
yourachievementwithfamilyandfriends.
Asyoucelebrate,pleaserecognize that today’sgraduationproves that theofficialmotto
of thisUniversity,“DiscoveryourPotential”was trulymeaningful toyou.Recallnowthe
sacrificesyouhavemade.Recall toothemomentsof inspiration,your love forchallenge, the
obstaclesyouhaveovercome,andthesupportoffamilyandfriends.Ineveryvictorylargeor
smallyounotonlydiscoveredyourpotential,youtookstepstowardactualizingit.




initiated thediscussionofWaltWhitman (Living as Learning).Heremarked thatWhitman
isamonghisfavoritepoets.PerhapsWhitmanisoneofyourfavoritepoetsalso.Heisoneof
mine.






Whitman thought everyone aunique irreplaceable individual.Paradoxically,Whitman
believed thatwhat everyonehas in common is that everyonehas an absolutelyunique
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Toreconcile theparadoxthattheonlywaytoachieveunique individuality is throughthe
levelingofmoralequality,Whitman turned towhathecalled“adhesiveness”bywhichhe
meant sympathy, kindness, andcompassion.Adhesivenessbinds together the community
ofunique individuals.Appreciatingbeautywhilebenefiting theunique individual self by
sympatheticallycreatingvalueforone’scommunityexpressesBodhisattvacompassion.
Today,Whitmanisagloballyappreciatedpoetandweallliveinaglobalcommunity.Soka







toperceivethe interconnectednessofall lifeand living”(A New Humanism: The University 
Addresses of Daisaku Ikeda,p.55).
ToachievesuchDharmawisdomonemustovercomeafalse individualismthat isolatesus
fromeachother.Onlyvaluescreatedaccordingtothelawbringgenuinebenefitandgood.



































































































































It is importantthateverygenerationof learnersthatcomeout frominstitutions likeSoka
andStStephen’sCollegehelptheworldbecomeabetterplace. It isnotonly importantbut
itisourduty.Itispossibleforonemanorwomantochangetheworld-butifwejoinhands
together,wecandoitfaster,andmakeahugedifferenceintransformingtheworld.
Today isavery importantday in the lifeofSokaUniversity.Wehaveanopportunity to
welcome into theUniversityyoungpeoplewhoarekeenonpreparing themselves for the
future.Toallofyou,Isay“Welcome !”
Youmusthave joined theUniversity forseveral reasons - toacquireknowledge, togain
wisdom,togetadegree,becauseyourfriendhasalsojoinedtheUniversity…therecouldbe
severalreasonswhyyouhavedecidedtojoinSoka.Irrespectiveofwhichofthosereasons,here
Congratulatory Address: The 48th Soka University /
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私が 1977 年 2 月に創価大学を離れてから、もう 41 年の歳月が流れました。創大での 2 年間の
勉強の日々は、私は昨日のように鮮明に目に浮かんで忘れません。私の人生の中で最も美しく、










































そして、1979 年 4 月、第 1 回目の観桜会が催され、そして毎年、観桜会が行われるようにな
りました。創大生のみならず、中国大使館、また中国代表団、在日中国機構、留学生、大勢がこ
の観桜会に参加し、今中日の間で話題となって、大変影響のあるイベントとなりました。2005
年 4 月、私たち中国留学生 6 名全員は、母校の創大に戻り、既に大木となった周桜の前に集まっ
て創大で学んだ日々を思い返り、大変感無量でありました。






















今年は中日平和友好条約締結 40 周年、また池田先生の中日国交正常化の提言 50 周年という記
念すべき年にあたります。中日関係にとって、とても歴史的な意義を持っております。思えば

























































































官試験については 3 日前に合格発表があり、うれしいことに本年も創大から 2 名の外交官試験（外
務省専門職員採用試験）合格者が出ました。これで創大出身の外交官は 70 名になりますが、こ
のうち約 73％が法学部生となります。そして、本年合格した 2 名ともこのコースの学生で、私


















なります。午前中は、レジメの 6 まで、午後は 7 から最後までお話したいと思います。配布プリ















2　池田大作　第 43 回「SGI の日」記念提言「人権の世紀へ　民衆の大河」（創価学会広報室、2018 年 2 月 28
日発行）。
3　池田大作「『野蛮』対『文明』の戦い」『神奈川新聞』2003 年 2 月 27 日「未来への選択 1　非暴力の系譜―
マハトマ・ガンジーとキング牧師―」への寄稿。
4　芹田健太郎「『世界人権宣言』の歴史的意義」『聖教新聞』2018 年 4 月 4 日。
5　中山雅司「世界情勢ウォッチ―国際法の視座から―〈5〉『平和の文化』と『人間の安全保障』」『聖教新聞』




たのは 1993 年 2 月で、今から 25 年前のことになります。その年は、世界人権宣言 45 周年の年
でもありました。この年 1 月から 3 月にかけて、創立者は北・南米指導の旅に出られます。その




































たのであろう」と綴られています 9。2 月 12 日にも創立者は再びアタイデ氏と会見されます。その
場でもアタイデ氏は創立者に、「私は、もうすぐ 100 歳を迎えます。これまで生きてきて、これ
ほど『会いたい』と思った人は初めてです。会長は、偉大な使命のある方です。人間学と人間性
の人であり、精神の指導者です」と述べられます 10。アタイデ氏は 1898 年生まれで、会見当時 94
歳でした。一方、戸田先生は 1900 年生まれであり、ほぼ同年代といってもよいと思います。そ
のこともあり、創立者のなかではお二人の姿が二重映しになり、「戸田が自分を迎えてくれてい






























対談集の構成についても触れておきたいと思います。第 1 章から第 3 章は、アタイデ氏、ガ
ンジー、キング、マンデラなど人権の闘士から 21 世紀を開きゆく人権闘争のあり方をめぐって
語られています。第 4 章から第 6 章は、「世界人権宣言」成立についての真実と未来性について。
また、西洋人権思想の底流をなすギリシャ哲学やキリスト教の系譜について語られています。第











の本年 6 月 19 日の発表によると、2017 年末時点で紛争や暴力、迫害などで移動を強いられた難
民は5年連続で増え、過去最高の6,850万人に上ったとの報道がなされています。6,850万人のうち、
国内避難民が 4,000 万人、難民が 2,540 万人、庇護申請者が 310 万人となっています。2017 年に
新たに国内外で避難を余儀なくされた人々は 1,620 万人に上っており、コンゴ民主共和国や南ス
ーダンの紛争、ミャンマーのイスラム系少数民族ロヒンギャの迫害などが背景にあるとみられま
す。難民発生国で一番多いのがシリアで 630 万人、次いでアフガニスタンが 260 万人、南スーダ























（2017 年版）によれば 16、日本は世界 144 ヵ国中 114 位となり、過去最低だった前年の 111 位から
さらに後退しました。ジェンダー格差指数は「経済活動への参加と機会」（経済参画）、「政治へ























の人権侵害といえます。貧困問題も深刻ですが、現在、世界人口 75 億人のうち、7 億 200 万人





























17　池田大作／ A・アタイデ『前掲書』（注 1）第 5 章。芹田健太郎・薬師寺公夫・坂元茂樹『ブリッジブック
国際人権法』（信山社、2008 年）参照。












































































そして、1948 年 12 月 10 日、第 3 回国連総会で「あらゆる人と国が達成しなければならない
共通の基準」として世界人権宣言が採択されたのです（賛成 48、反対 0、棄権 8）。それは、奇



















は、（1）自由権的諸権利（第 1 ～ 20 条）、たとえば、身体の自由、拷問・奴隷の禁止、思想や表









































23　池田大作／ A・アタイデ『前掲書』（注 1）173-183 頁。世界人権宣言の意義については、ウィンストン・E・




25　たとえば、1960 年植民地独立付与宣言は第 7 項で、「世界人権宣言の諸条項を誠実かつ厳格に遵守しなけ
ればならない」と述べている。
26　国際人権規約は、いわゆる社会権について規定した「経済的・社会的及び文化的権利に関する国際規約」（A






































29　池田大作／ A・アタイデ『前掲書』（注 1）242-249 頁。
30　池田大作／ジョセフ ･ ロートブラット『地球平和への探究』（潮出版社、2006 年）60 頁。






































































































34　池田大作／ A・アタイデ『前掲書』（注 1）60 頁。






















































終身刑を言い渡され、71 歳まで 28 年間にわたって投獄されます。その後、1990 年にようやく釈
放されますが、釈放されたその年にマンデラ氏は来日し、10 月 31 日に創立者と聖教新聞社で会
























会見の翌年の 1991 年にマンデラ氏は ANC の議長に就任、デクラーク大統領とともにアパル
トヘイト撤廃に尽力し、1993 年にデクラーク大統領とともにノーベル平和賞を受賞しました。






















ア氏の発言については、『聖教新聞』1990 年 11 月 1 日。
40　池田大作　第 43 回「SGI の日」記念提言「人権の世紀へ　民衆の大河」（注 2）9-10 頁。





教新聞』1993 年 10 月 21 日参照。































































































会の三代会長です。創立者は、本年（2018 年）の SGI の日記念提言において、「私ども SGI の平
和運動の源流は、第 2 次世界大戦中に日本の軍部政府と戦い抜いた、創価学会の牧口常三郎初代












58　池田大作／ A・アタイデ『前掲書』（注 1）95 頁。
59　池田大作／ A・アタイデ『同書』153-154 頁。
60　池田大作　第 43 回「SGI の日」記念提言「人権の世紀へ　民衆の大河」（注 2）11 頁。
61　中村睦男＋桐ケ谷章＋塩津徹　座談会「今日の人権保障の問題点と今後の課題」特集 [ 世界人権宣言 50
























できない一凶ととらえていたのが核兵器の問題でした。昭和 32 年 9 月 8 日に発表された「原水
爆禁止宣言」は、まさに創価の平和運動の原点であり、創価大学の建学の指針である「人類の平
和を守るフォートレスたれ」の源流でもあります。「原水爆禁止宣言」が創立者にとって、世界
平和への師弟の誓いの原点であったことは、創立者が宣言から 11 年後（1968 年）の 9 月 8 日に、
中国との国交回復を訴える「日中国交正常化提言｣ を発表され、さらに 6 年後（1974 年）のこ
の日に初のソ連訪問の旅へ出発されたこと、そして 9 月 8 日を『新・人間革命』の新聞連載完結
62　1996 年 6 月 4 日、サイモン・ウィーゼンタール・センターでの記念講演『牧口常三郎―人道と正義の生涯』。












































































民衆をめぐって―」『創価教育』第 5 号。また、拙稿「人権概念を輝かせる池田 SGI 会長の平和思想―世
界人権宣言はいかにして生まれ、発展したのか―」『第三文明』2018 年 12 月号特別企画「世界人権宣言
70 周年―良識の証」。　　

































72　第 25 回「SGI の日」記念提言「平和の文化対話の大輪」（2000 年 1 月 26 日）。
73　池田大作／アドルフォ・ペレス=エスキベル『人権の世紀へのメッセージ』（東洋哲学研究所、2009年）324頁。
74　冷戦後の人権状況をめぐっては、拙稿「『世界憲法案』と人権保障の現状―田畑茂二郎『世界政府の思想』


































75　BoutrosBoutros-Ghali,An Agenda for Peace （NewYork:UnitedNations,1995）p.44.
76　KofiA.Annan,“TwoConceptsofSovereignty,”The Economist,September18,1999,p.49.


























になりました。2000 年 9 月、ニューヨークの国連本部で開催された国連ミレニアム・サミット
78　保護する責任をめぐっては、拙稿「『人間の安全保障』と国際法―『保護する責任』論を中心として―」『創










べき時であります」「第 20 回『SGI の日』記念提言『不戦の世紀へ人間共和の潮流』」（聖教新聞 1995 年






MDGs）」です。MDGs は国際社会の支援を必要とする課題に対して 2015 年までに達成すると
いう期限付きの 8 つの目標、21 のターゲット、60 の指標を掲げました 81。そして、2015 年 9 月に
は、貧困に終止符を打ち、地球を保護し、すべての人が平和と豊かさを享受できるようにするこ
とを目指す普遍的な行動を呼びかける「持続可能な開発目標」（SustainableDevelopmentGoals




























































84　池田大作　第 43 回「SGI の日」記念提言「人権の世紀へ　民衆の大河」（注 2）16 頁。
85　NewYorkDeclarationforRefugeesandMigrants,para14,UNDocument,A/RES/71/1,19September,
2016.





















































人地雷禁止を目指して結成された NGO の連合体である ICBL（地雷禁止国際キャンペーン）は、
1997 年の対人地雷禁止条約の締結の原動力として大きな影響力を及ぼしました。なかでも、昨
年（2017 年）7 月 7 日の核兵器禁止条約の採択の陰には、ヒバクシャ、そして NGO や市民社会
















89　日本反核法律家協会〈JALANA〉による 2017 年 7 月 20 日現在暫定訳（http://www.hankaku-j.org/
data/01/170720.pdf）。
90　池田大作／ジョセフ ･ ロートブラット『前掲書』（注 30）200 頁。


































92　池田大作／ベッド ･P･ ナンダ『インドの精神』（東洋哲学研究所、2005 年）372 頁。
93　池田大作「世界が期待する国連たれ」『聖教新聞』2006 年 9 月 1 日、2 日。
94　池田大作／ R･D･ ホフライトネル『前掲書』（注 88）20 頁。
95　池田大作／ジョセフ ･ ロートブラット『前掲書』（注 30）245 頁。










































































103　コロンビア大学講演「地球市民教育への一考察」（1996 年 6 月 13 日）。
















の 21 世紀を築いてまいろうではありませんか。本日は、ご清聴ありがとうございました 105。

































































































4　坂口貴弘 .米国国立公文書館における秘密情報の利用制限 :情報自由法・プライバシー法成立以前を中心に .
京都大学大学文書館研究紀要 .2016,no.14,p.23-40.















ーでは文書の類型ごとに 30 年、60 年、90 年という非公開期間を設けていた。最も一般的なのは
文書作成日から起算する方法で、非公開期間はほぼ 75 年間となっていた。個人の死亡日から起
算する 9 か国では、死亡から 10 年～ 50 年間非公開となる。
第二に、国益の保護や安全保障の観点からの制限は 20 か国で行われている。この非公開期間
は 25 年間（フィンランド）から 90 年間（ハンガリー）まで多様であるが、30 年間とする国が
多かった。
第三に、経済的利益を保護するための制限は 12 か国で行われているが、11 か国では制限され
ていない。制限する国では 20 年間の非公開が最も多いがオランダは 75 年間としている。




・国勢調査の個票（19 世紀末～ 20 世紀初頭）《個人情報》
　　制限あり 6 ／制限なし 17
・個人の医療記録（1890 年／ 1905 年／ 1920 年／ 1935 年）《個人情報》
　　制限あり 18 ／制限なし 5
・離婚訴訟の裁判記録（1975 年）《個人情報》
　　制限あり 17 ／制限なし 5
・国防省の年次報告書（1952 年）《安全保障情報》
　　制限あり 9 ／制限なし 14
・内務省の入札記録（1992 年）《経済情報》
　　制限あり 8 ／制限なし 15
・中央銀行の報告書（1985 年）《経済情報》


























































































などしたものであり、1768 年～ 2000 年の範囲にまたがる計 207 件の個人文書が人名別に整理さ
















































2018 年 7 月にこの認定を受けている 16。認定のための審査基準の中には、資料へのアクセスに関
する条項があり、明確なアクセスポリシーを公式に定めること、来館型と非来館型双方のアクセ
スについて規定すること、アクセスに影響を及ぼす法規を明示することなどを求めている 17。
































































































その採択から 70 年を経た 2018 年、欧州連合（EU）の「一般データ保護規則」（GeneralData



















27　朝日新聞 .2018 年 5 月 23 日朝刊 .
















































































































































































































































（GDPR 第 17 条）。これは「忘れられる権利」と呼ばれるものに関する規定であり、これを公式





































































































































































※本稿は、2018 年 12 月 12 日に開催された創価大学創価教育研究所研究会での発表内容を加筆
修正したものである。また本稿は、JSPS 科研費 JP15K00467 の助成を受けたものである。本
稿で取り上げたアーカイブズ機関をはじめ、訪問調査に応じていただいた各館のアーキビスト
及び研究協力者に感謝申し上げたい。












Ikeda’s great esteem forRizal is connectedwith his determination to establish strong
friendshipswithAsiancountries,andtoprevent fascistmilitarismfromcontrollingJapanese








2. Intellectuals under fascist militarism regime in Japan
Whydid fascistmilitarismobtainpoliticalpower in1930sJapan?At that time, therewere
manyintellectualswholearnedmodernphilosophyandpoliticaltheoryinuniversities.Whydid
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MasaoMaruyama (1914-1996) states that themiddle stratawho supported the fascist
movement inJapanconsistedof twogroupsof intellectuals.Thefirstgroup included“urban
salariedemployees,so-calledmenofculture, journalists,andmen inoccupationsdemanding
higherknowledge suchasprofessors and lawyers, anduniversity and college students”
(Maruyama1947/1969:57-8).AlthoughMaruyamacallthem“intellectualsinthepropersense,”









Incontrast, thesecondgroupof intellectualswere ina lowersocialclass. It included“small
factoryowners, buildingcontractors, proprietors of retail shops,master carpenters, small
landowners, independent farmers, school teachers (especially inprimaryschools), employees
ofvillageoffices, low-gradeofficials, [and]BuddhistandShintopriests.”AlthoughMaruyama
called them“pseudo-intellectuals,”wecall them“common intellectuals.”Maruyama insists
that it ismainly thesecommon intellectuals thatprovided thesocial foundationof fascism.
Meanwhile,university-graduateintellectualsmerelyreluctantlyacceptedthemovement;“they
werecertainlynotpositiveadvocatesor thedriving forceof the fascistmovement.Rather,
theirmoodwasgenerallyoneofvagueantipathytowardit,anantipathythatamountedalmost
topassiveresistance”(Maruyama1947/1969:57-8).
Certainly,we cannot say that university-graduate intellectuals are acquitted since they
demonstrateda“vagueantipathy”towardfascism.Itmaybeaskedwhyuniversity-graduate
intellectualsdidnotmaintain in their liberalattitudeandresist fascismalthough theyhad
strongpoliticalpower.Therearethreereasons.First,politiciansandgovernmentofficialswho
hadgraduatedfromtopuniversitiespursued,oratleastseemedtopursue,theirself-interest.
Second,universitygraduate intellectualswere isolated fromordinarycitizens.Finally, the
intellectualslookeddownonthemasses.Thesepointswillbediscussedingreaterdetailbelow.
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First,politiciansandgovernmentofficialsweresometimes faulted forbeingmotivatedby
self-interest. In1929,SakuzoYoshino (1878-1933), aprofessorofTokyo ImperialUniversity,
deplored the fact that themajorpoliticalpartieswerecapturedbyaselfish“connectionof
interests”suchaszaibatsuconglomerates,althoughtheprimarypurposeofdemocracywas
toprotect thewelfareof thenation’speople (Yoshino1929; seealsoGordon2003:169).By
theendof the1920s, thedemocraticpolitical systemhaddeteriorated. Instead,during the
1930s,militaryofficialsobtainedpoliticalpower.After theGreatDepression,manypeasants







self-interest.Meanwhile theofficershadpatriotic, self-less, chivalry, andvirilemotivation,
althoughtheybrokethelaw,”(Mori1993:104).Furthermore,in1934,theArmyMinistryissued








ofuniversity-graduate intellectuals fromordinarypeople is thesecondreasontheywerenot
able toprevent fascism.Yoshino (1932)condemnedManchurian Incidenceas“imperialistic
invasion.”Also,TatsukichiMinobe(1873-1948),anotherprofessorofTokyoImperialUniversity,
fiercelycriticizedtheaforementionedArmypamphlet.Hestatedthatthepamphlet,“without
proper reasonspraisedandadvocatedwars contrary to the imperialwill” (Minobe1934;
seealsoFurukawa2011:77).Nevertheless, themilitarywasnotdefeated. Instead, in1935,
theyattackedMinobebasedon therationale thathis theoryof theEmperorasanorgan






years.However, inthemiddleof the1930s, themilitaryandsomefascistpoliticianstriedto
abolishthetheorytoallowtheImperialArmyandNavytotakeactionsbeyondthelimitsof











point, thenationalisticmilitarismobtainedsupport fromordinarypeople.Furthermore, it is
noteworthythatbeforethemilitaryattackedMinobe’stheorythediscourseofintellectualshad




Japan,revolutionarynew ideaswere imported fromwesternadvancedcountries.Therefore,
theideaswereacceptedonlybyintellectualsandalienatedfromcommonpeople.Furthermore,










ordinarypeople.However, the intellectualsdidnot care.Rather, they seeminglyassumed
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that lesseducatedpeoplewerenotable tounderstandhighly intellectual statements.The





































indicated interest indevelopingaclass-consciousness. In1926,aJapanesewriterRyunosuke
Akutagawa (1882-1927),acontemporaryofLenin, said tohim:“You [Lenin]whomorethan
anyone loved themass/Areyouwhomore thananyonedespised themass” (Akutagawa






3. Tsunesaburo Makiguchi, Daisaku Ikeda, and Soka University
While university graduated intellectualswere alienated fromordinarypeople, common
intellectualshaddaily interactionwith themassesandheldpositionsof leadership insmall,
localassociations.Therefore,they“substantiallyformedthebackboneclassofthenationand
were farmorepracticalandactive.”Maruyama (1947/1969:66) says:“Fromtheviewpoint








opposed to Japan’smilitarismandasa result,hewas imprisonedonJuly6, 1943.During
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political situation, Ito (2009) reveals thatMakiguchi’swords reflected the ideaofMinobe’s
constitutionalism.Makiguchi also suggests that if thecurrentemperor (Hirohito)were to
practiceBuddhism,hewould“developthewisdomneededtoconductpoliticswithouterror”
(HomeMinistry1943/1987:203).Here,Makiguchishowedhisbelief thatJapan’sAsia-Pacific












fromordinarypeople, but encouragedmanypeople througheverydaycommunicationby

























Hestatedthat“Academicsnobbismmakesyou losethetruevalueof life. Ifgraduatessaid





Second, Ikedatoldstudentsnot tobe isolated fromordinarycitizens,but toworktogether
withthem.InthefourthentranceceremonyofSokaUniversity,Ikedasharedtheexperience








Finally, Ikedaeducatedstudentsnot to lookdownon themassesbut tohave thehighest
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highestformofhumanity”;hence,“peoplewhocultivatetheirhumanityandconstantlyseek









Philippines, ilustradosgraduatinguniversitiesusuallydistanced themselves fromtheworld
ofpobres y ignorantes(poorandignorantmasses),Rizalhimselfhadastrongconnectionwith




playsbut littlepart inmodernaffairs,but thatwemustsecure itbymakingourselves
worthyof it, byexalting the intelligence and thedignity of the individual, by loving







Rizal’shumanism isbasedon thesincere faithofChristianity.Virtuesandvaluessuchas













IntheentranceceremonyofSokaUniversity in1997, Ikedaencouraged freshmentostudy
hardtoenhancethehappinessofthemassesbyquotinganexcerptfromtheletterofRizalto
hisnephew:








citizens, and lookeddownon themasses.Makiguchi, the fatherofSokaeducation, fought
againstfascismandmilitarismforhisentire life.Basedonhispedagogy,IkedafoundedSoka
University toeducatestudents towork forworldpeaceandpeople’shappiness. Ikeda told
studentstofightfor,cooperatewith,andrespectordinarypeople,andshowsthemtheexample
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司会（勘坂純市）：今日は中国大使館から、参事官であられます張梅先生がお越しくださいまし
てご講演をいただきます。本年はご存知の通り創立者池田大作先生が 1968 年 9 月 8 日に日中国








の外交の舞台で重要な役割を任されてきました。2007 年 4 月に温家宝首相が来日された際にも、
通訳として同行されました。温家宝総理と創立者池田先生との会見でも、通訳として参加されて
















は先ほど先生もおっしゃったように、19 年前、1999 年の 3 月から 2000 年の 3 月まで創価大学で




























































































































































































































































































































途上国です。一人あたりの GDP は日本と比べて、まだまだ少ない。日本は 4 万ドルですが中国
はまだ 8 千ドルですね。非常に大きな差があるんです。中国は日本の経済力に追いつくまで、あ














に、代々木公園で、チャイナフェスティバルをやります。今年は 9 月 8 日、9 日、大変光栄なことに、
9 月 8 日はちょうど名誉会長の提言 50 周年の記念日です。その同じ日に代々木公園で朝 10 時か





















































































































































創価大学の設立が構想されたのは、創価学会の戸田城聖第 2 代会長と若き 22 歳の池田先生の
師弟の対話からでした。それは、今から 68 年前の、私もまだ生まれていない、1950 年（昭和 25





















大学の設立には、当時のお金で約 60 億円が必要でした。ちなみに、71 年当時、ラーメン一杯
180 円、大卒男子の初任給が 36,000 円ぐらいという時代でした。その 60 億円のうち、創立者は














こうした苦労の末に、創価大学は 1971 年（昭和 46 年）に開学します。しかし、開学式や入学
式に創立者の姿はありませんでした。このように開学当初、来学される機会は多くありませんで
した。
ちなみに、草創期の歴史を振り返るために、私は開学の 71 年から 79 年頃までの「創価学会　
三代会長年譜」を全て読み返して見てみました。そうしますと、大学行事以外に、学会の行事で
来学された時も含めると、開学初年度の 1971 年度は 7 回、2 年目の 72 年度は 6 回です。しかし、
3 年目の 73 年度になると 22 回、4 年目の 74 年度は 40 回、5 年目の 75 年度は 45 回、6 年目の
76 年度は 28 回で、飛躍的に増えていきます。私が 3 期生として学部に在籍した 4 年間でいえば、
















































私が入学した第 3 回入学式の記念講演のことをお話しさせて頂きます。初年度、2 年目と 1 期生、
2 期生の先輩たちは、まさにゼロからの出発で創大の伝統を築き、創立者に大学へ来ていただく
場が開かれていったわけですが、入学式には第 1 回も第 2 回もご出席されませんでした。そのな







































































それは iPS 細胞が開発されたこと、もう一つが AI（人工知能）の急速な進歩だといっています。


























































































1972 年 9 月に日中の国交正常化が実現します。中国政府はこれを受けて本格的な国作りのた
めに、初の国による正式な留学生を日本に派遣する決断をするわけです。しかし、当時の日本に
は中国からの留学生を受け入れる大学がなかった。そこで、74 年の年末に中国側から寄せられ
た受け入れの要請に、創立者は快く応じられ、自らが身元保証人になられ、75 年 4 月、男子 4 人、
女子 2 人、計 6 人の留学生が創大に入学するのです。そして、留学生は男女それぞれ寮に入り、
共に創大生として生活を送っていくのです。この時、私は滝山寮の全寮代表をしていました。
その日、滝山寮は弾んでいました。創立者が中国からの留学生 6 人とともに、入寮式に出席さ
れたのです。75 年 4 月 7 日のことでした。当時、創価大学は開学 5 年目。教育環境も整い、創
立者が毎月のように来学され大学建設の情熱が学内に満ちあふれていました。
時を同じくして、先生は世界平和への対話を本格的に展開され、前年 5 月に第 1 次訪中、9 月

























程大使が就任したのは、2010 年 2 月 28 日です。駐日特命全権大使として連日、フル回転のス












































2018 年 3 月 2 日台湾台北市の中国文化大学にて、学者 30 名、学生約 400 人が参加し、「平和・
文化・教育―人権の世紀へ、民衆の大河」というテーマのもと、上記フォーラム（同大学「池
田大作研究センター」主催）が開催された。同フォーラムでは 22 大学から 28 名の学者が論文を
発表した。
今回のシンポジウムのテーマには、そのサブタイトルとして「人権の世紀へ、民衆の大河」が
付されている。それは同年 1 月に発表された SGI 提言のタイトルである。論文のキーワードと
して同 SGI 提言を取り上げているのが劉焜輝教授（中国文化大学）であったので、ここでは同
教授の論文要旨を紹介する。








































































9 月 8 日八王子市にある創価大学にて中華日本学会の研究者を招き、上記シンポジウムが開催



























10 月 27 日、28 日上海市にある復旦大学にて、「人類運命共同体のビジョンと実践－日中平和
友好条約締結 40 周年、池田提言 50 周年記念」のテーマのもと上記シンポジウムが開催された。






















































































































② 12 月 1 日中国文化大学にて、同大学「池田大作研究センター」主催の第 6 回「国際青年フォ
ーラム」が「21 世紀の青年―平和、文化及び教育」と題して行われた。これには 12 の大学か



























卓光平『战后日本文化语境中的“池田鲁迅”研究』（中国社会科学出版社 2018 年 3 月）が発刊
された。













号（第 10 号）では、「第二編　地人相関の媒介としての自然／第二十章　植物」の〈補注 1〉から〈補
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日月星空気……電信機等日常児童ノ目撃シ得ル所ノモノ
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るべきである























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































稲 は 専 ら 水 田 に 作 る も の に し て 、こ れ に 粳 、糯 の 二 種 あ り 。粳 は 通
常 飯 と す る 外 酒 、醋 等 を 製 し 、糯 は 餅 、強 飯 と す る 外 味 啉 、飴 等 を 製






















小 麦 に て は 温 飩 、素 麵 、麩 、麵 包 等 を 製 し 、又 こ れ に 大 豆 を 交 ぜ て
醬 油 を 製 す 。大 麦 、裸 麦 は 重 も に 飯 と な し 、又 大 豆 に 交 ぜ て 味 噌 を
作 る 、そ の 他 食 用 に な る 穀 物 は 蜀 黍 、粟 、稷 、蕎 麦 等 な り。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
　　　第 二 章。



































植 物 よ り 取 る 衣 服 の 料 は 草 綿 の 実 よ り 取 る 所 の 綿 と 、大 麻 、苧 麻
の 茎 の 皮 よ り 取 る 所 の 麻 な り 。綿 に て 木 綿 を 織 り 、大 麻 、苧 麻 に て
麻 布 を 織 る。
　　　第 三 章。















































































衣 服 を 染 む る 藍 靛 は 藍 の 葉 よ り 製 す 。塗 物 に 用 ふ る 漆 は 漆 樹 の 幹
に あ る 液 を 採 り て 製 す 。蠟 燭 に す る 蠟 は 漆 樹 、黄 櫨 の 実 よ り 製 す 。
紙 は 楮 、黄 瑞 香 等 の 茎 の 皮 を 剝 ぎ て 製 す 。家 に 敷 く 畳 表 は 藺 と 云 ふ
草 の 葉 に て 織 り た る も の な り。
　　　第 五 章。




























































根 は 植 物 を 地 上 に 安 置 し 、栄 養 の 原 品 を 地 中 よ り 吸 収 す る 部 分 な






































茎 及 び 幹 は 花 と 葉 と を 出 し て 太 陽 の 光 り と 熱 と に 触 れ し め 、根 の
吸 ひ 取 り た る 食 物 の 原 品 を 葉 に 送 る 作 用 を な す 部 分 な り 。茎 及 び 幹
に は 種 種 の 種 類 あ り て 草 茎 、亜 灌 木 、灌 木 、喬 木 、纏 茎 、匍 匐 茎 、根




































根 は 食 物 の 原 品 を 土 中 よ り 吸 収 し 、茎 、幹 の 媒 介 に 由 り て 之 を 葉
に 送 り 、葉 は こ れ を 取 り て 太 陽 の 光 り と 熱 と を 受 け 、空 気 よ り 養 分
を 取 り て 養 液 を 製 造 す 。故 に 植 物 の 食 物 は 一 分 は 土 中 よ り 取 り 、一
分 は 空 気 よ り 取 る 。葉 は 茎 、幹 よ り 分 れ 出 で た る 緑 色 の 小 片 な り 、
こ の 部 分 は 太 陽 の 光 り と 熱 と を 受 け 、空 気 に 触 れ て 養 液 を 製 造 す る
作 用 を 為 す も の な り 。葉 は 葉 片 、葉 柄 よ り 成 り 、そ の 形 に 四 つ の 元
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穀 物 の 一 般 成 分（％）
水　分 たんぱく質 脂　肪 炭水化物 繊　維 灰　分
米
玄 15.5 8.6 2.8 74.0 1.0 1.2
白 15.7 7.6 1.2 79.0 0.2 0.6
オ オ ム ギ
玄 13.7 10.8 1.9 66.7 5.3 2.6
精 14.8 10.8 1.9 71.2 1.4 1.6
ハダカムギ
玄 13.9 9.2 2.0 70.0 2.3 1.9
精 14.0 9.5 1.5 72.0 1.1 1.5
コ ム ギ
玄 13.7 12.3 1.7 68.4 2.4 1.6
粉 14.3 12.5 1.5 71.2 0.6 0.7
トウモロコシ
玄 13.6 8.6 4.4 70.4 1.5 1.3
精 14.4 8.3 2.5 73.1 1.0 1.0
モ ロ コ シ
玄 11.8 10.2 4.7 70.0 1.5 1.8
精 11.9 9.5 2.6 74.4 0.4 1.1
ア ワ
玄 12.2 9.6 3.7 64.5 7.0 2.9
精 12.1 10.9 2.8 72.2 0.5 1.4
キ ビ
玄 14.0 12.2 4.0 62.2 3.8 3.8
精 12.4 12.2 2.4 70.8 0.8 1.4
ヒ エ
玄 11.6 9.4 4.2 63.1 8.4 3.3
精 10.7 10.3 3.4 73.4 0.4 1.4
オ ー ト
玄 11.3 12.4 5.4 57.4 10.6 3.0
精 13.1 17.3 5.2 61.8 0.6 1.9


























































































































































































































































































































































































































2018 年度 創価教育研究所 活動報告
今年度の研究所の主な活動は以下のとおりである。
１．研究教育活動




③関西創価高校 2 年生　創価大学研修体験授業〔2018 年 6 月 14 日〕
中山雅司「核兵器のない世界を目指して―『核兵器禁止条約』と国際法の役割―」
④創価女子短期大学　教養講座I〔2018 年 6 月 20 日〕
富岡比呂子「『地球市民』教育への一考察―コロンビア大学講演に学ぶ―」
⑤創価大学教職大学院・教育学部主催　中国・首都師範大学「短期研修プログラム」講義
〔2018 年 6 月 26 日〕
富岡比呂子「創価教育思想と平和」
⑥デポール大学池田大作教育研究所主催　1stInternationalConferenceonIkeda/Soka
StudiesinEducation　基調講演〔2018 年 8 月 9 日〕
伊藤貴雄“TheYoungTsunesaburoMakiguchi’sTheoryofTeachingfortheMultiple
GradeClassroom”
⑦ 2018 夏季大学講座〔2018 年 9 月 1 日〕
中山雅司「『世界人権宣言』70 年─池田・アタイデ対談を読む─」




〔2018 年 10 月 27 日～ 28 日〕中国・復旦大学　人間主義分科会
叢暁波「時代の精神状況から見た池田大作思想の三つの境界」〔2018 年 10 月 28 日〕
⑩創価高等学校「『二十一世紀への対話』に学ぶ」〔2018年 11 月 20 日〕
坂口貴弘　第１部第 2 章 4 節「都市から農村へ」について
⑪『公明新聞』2018 年 12 月 25 日付　「創価大学教授にインタビュー」
中山雅司　「世界人権宣言 70 年の成果と課題」
⑫創価高等学校「『二十一世紀への対話』に学ぶ」〔2019 年 1 月 15 日〕
蝶名林亮　第 1 部第 2 章第 1 節「人間と自然」について
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⑬ブラジル創価学園・創価大学交流研修〔2019 年 1 月 25 日〕
伊藤貴雄「創立者講演『創造的生命の開花を』と大学の理念」
２．講演会
①張梅（中華人民共和国駐日本国大使館広報部参事官）〔2018 年 7 月 16 日〕
「中日友好と青年の使命」
②本多正紀（戸田記念国際平和研究所常務理事）〔2018 年 10 月 29 日〕
「草創の創価大学を語る―第３回入学式と滝山寮の日々―」
３．研究会
①叢暁波（創価教育研究所教授、所員）〔2018 年 7 月 19 日〕
「転換期における中国文化・社会心理」
②山上敦士（創価教育研究所所員、理工学部准教授）〔2018 年 11 月 2 日〕
「素数について」
③坂口貴弘（創価教育研究所講師、所員）〔2018 年 12 月 12 日〕
「秘密情報の保護とアーカイブズ」
④勘坂純市（創価教育研究所所長、経済学部長）〔2019 年 2 月 27 日〕
「英語版『ゴルバチョフ・池田対談』をめぐって」
４．出版
①紀要『創価教育』第 12 号〔2019 年 3 月 16 日〕
②『創立者の語らい』第 8 巻～第 14 巻のデジタル配信（在学生に無料提供）





（2018 年 4 月 20 日～ 6 月 24 日、道立文学館）
②道の駅石狩「あいろーど厚田」展示室へ資料提供
（2018 年 4 月 27 日～常設、道の駅石狩「あいろーど厚田」）
７．研究所訪問者
①宍戸幸枝（マサチューセッツ眼科耳鼻科病院　図書館）〔2018 年 4 月 24 日〕
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②アワッド・イブラヒム（カナダ・オタワ大学博士）〔2018 年 10 月 23 日〕
③ジェイソン・グーラー（アメリカ・デポール大学池田大作教育研究所所長）〔同上〕
④本多正紀（戸田記念国際平和研究所常務理事）〔2018 年 10 月 29 日〕
８．年史編纂
①『創価大学 50 年の歴史』の第 1 章～第 4 章、第 7 章の執筆を行った。
②年史編纂に伴う、インタビューを 14 名（26 回）行った。



















2018 年は、創価教育研究のネットワークが一段と国際的な広がりをみせた 1 年だっ
た。その中で創価大学及び本研究所も、各国の研究者と交流を深め、研究成果を発信
することができた。まず、2 月にはフィリピンのイースト大学で第 1 回「池田思想シ
ンポジウム」が開催され、勘坂純市所長が研究発表を行った。9 月には、創立者の日




















次に、2018 年に行われた創価教育に関する講演の中から 3 本を収録した。張梅氏（中
華人民共和国駐日本国大使館広報部参事官）の「中日友好と青年の使命」は、2018
年 7 月 16 日に本研究所が開催した講演会の記録である。本多正紀氏（戸田記念国際
平和研究所常務理事）による「草創の創価大学を語る―第 3 回入学式と滝山寮の日々
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